
文
久
２（
1
8
6
2
）年
0
歳

４
月
24
日
誕
生
。土
佐
国
高
岡
郡
佐
川
村（
現
高
知
県
高

岡
郡
佐
川
町
）に
一
人
息
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。

幼
名
成
太
郎
。生
家
岸
屋
は
酒
造
と
雑
貨
商
を
営
む
裕
福
な

商
家
だ
っ
た
。

慶
応
元（
1
8
6
5
）年
３
歳

父
、佐
平
病
死
。

慶
応
３（
1
8
6
7
）年
５
歳

母
、久
寿
病
死
。

慶
応
４（
1
8
6
8
）年
６
歳

祖
父
、小
左
衛
門
病
死
。こ
の
こ
ろ
富
太
郎
と
改
名
。祖
母
浪

子
に
育
て
ら
れ
る
。

明
治
５（
1
8
7
2
）年
10
歳

土
居
謙
護
の
寺
子
屋
で
習
字
を
学
ぶ
。

明
治
６（
1
8
7
3
）年
11
歳

伊
藤
徳
裕（
蘭
林
）の
塾
で
漢
学
を
学
び
、名
教
館
で
西
洋
の

諸
学
科
を
学
ぶ
。英
語
学
校
の
生
徒
と
な
る
。

明
治
７（
1
8
7
4
）年
12
歳

佐
川
小
学
校
に
入
学
。

明
治
９（
1
8
7
6
）年
14
歳

小
学
校
の
授
業
に
飽
き
足
ら
ず
、２
年
で
自
主
退
学
。

文
部
省
掛
図「
博
物
図
」だ
け
に
は
興
味
を
覚
え
る
。

こ
の
こ
ろ『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』や『
救
荒
本
草
』で
植
物

の
名
前
を
覚
え
、植
物
採
集
な
ど
を
し
て
過
ご
す
。

明
治
10（
1
8
7
7
）年
15
歳

請
わ
れ
て
佐
川
小
学
校
授
業
生（
臨
時
教
員
）と
な
る
。

明
治
14（
1
8
8
1
）年
19
歳

第
２
回
内
国
勧
業
博
覧
会
見
物
と
、顕
微
鏡
や
書
籍
の
購
入

の
た
め
は
じ
め
て
上
京
し
、農
商
務
省
博
物
局
に
田
中
芳
男
ら

を
訪
ね
る
。日
光
、箱
根
、伊
吹
山
な
ど
で
採
集
し
、佐
川
に
帰
る
。

高
知
県
西
南
部
に
１
カ
月
採
集
旅
行
。こ
の
こ
ろ
、自
由
民
権

運
動
に
携
わ
る
。

明
治
17（
1
8
8
4
）年
22
歳

二
度
目
の
上
京
。東
京
大
学
理
学
部
植
物
学
教
室
へ
出
入
り

が
許
さ
れ
る
。こ
の
年
よ
り
明
治
26
年
ま
で
の
間
、東
京
と

郷
里
を
往
復
し
、高
知
で
は
採
集
と
写
生
に
励
む
。日
本
植

物
誌
編
纂
の
大
志
を
抱
く
。

明
治
19（
1
8
8
6
）年
24
歳

箱
根
に
滞
在
し
、芦
ノ
湖
の
水
草
を
調
査
。こ
の
こ
ろ
石
版
印

刷
の
技
術
を
習
う
。

明
治
20（
1
8
8
7
）年
25
歳
市
川
延
次
郎
、染
谷
徳
五
郎
と「
植
物
学
雑
誌
」創
刊
に
関
わ
る
。

巻
頭
論
文
に「
日
本
産
ひ
る
む
し
ろ
属
」が
掲
載
さ
れ
る
。

祖
母
浪
子
病
死
。

明
治
21（
1
8
8
8
）年
26
歳

小
澤
壽
衛
と
所
帯
を
持
つ
。『
日
本
植
物
志
図
篇
』刊
行
を
始

め
る
。

明
治
22（
1
8
8
9
）年
27
歳
「
植
物
学
雑
誌
」第
３
巻
第
23
号
に
大
久
保
三
郎
と
日
本
で

は
じ
め
て
新
種
ヤ
マ
ト
グ
サ
の
学
名
を
発
表
。

佐
川
理
学
会
発
足
。 

横
倉
山
で
コ
オ
ロ
ギ
ラ
ン
採
集
。

明
治
23（
1
8
9
0
）年

明
治
24（
1
8
9
1
）年

28
歳

29
歳

東
京
府
小
岩
村（
現
江
戸
川
区
北
小
岩
）で
ム
ジ
ナ
モ
発
見
。

矢
田
部
教
授
よ
り
植
物
学
教
室
出
入
り
を
禁
じ
ら
れ
る
。

実
家
の
家
財
整
理
の
た
め
帰
郷
。高
知
県
下
の
採
集
を
行
う
。

『
日
本
植
物
志
図
篇
』第
１
巻
第
11
集
で
中
断
。

ロ
シ
ア
の
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
も
と
に
赴
こ
う
と
す
る
が
、

マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
死
去
に
よ
り
断
念
。

明
治
26（
1
8
9
3
）年
31
歳

帝
国
大
学
理
科
大
学
助
手
と
な
る
。

明
治
29（
1
8
9
6
）年
34
歳

台
湾
に
植
物
採
集
の
た
め
出
張
す
る
。

明
治
32（
1
8
9
9
）年
37
歳
『
新
撰
日
本
植
物
図
説
』刊
行
を
始
め
る
。

明
治
33（
1
9
0
0
）年
38
歳

農
事
試
験
場
嘱
託
と
な
る
。パ
リ
万
博
に
竹
の
標
本
を
出
品
。

『
大
日
本
植
物
志
』刊
行
を
始
め
る
。

明
治
38（
1
9
0
5
）年
43
歳

家
計
困
窮
、ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
へ
補
助
金
を
要
請

す
る
。

明
治
42（
1
9
0
9
）年
47
歳

横
浜
植
物
会
創
立
、指
導
に
当
た
る
。

明
治
44（
1
9
1
1
）年
49
歳

東
京
植
物
同
好
会
創
立
、会
長
と
な
る
。

『
大
日
本
植
物
志
』第
１
巻
第
４
集
で
中
断
。

明
治
45（
1
9
1
2
）年
50
歳

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
講
師
と
な
る
。

大
正
2（
1
9
1
3
）年
51
歳

ド
イ
ツ
の
植
物
学
者
エ
ン
グ
ラ
ー
と
日
光
で
植
物
採
集
。

大
正
5（
1
9
1
6
）年
54
歳

家
計
極
度
に
困
難
。東
京
・
大
阪
の
朝
日
新
聞
に
窮
状
の
記
事

が
出
る
。神
戸
の
資
産
家
池
長
孟
よ
り
援
助
を
受
け
る
。

「
植
物
研
究
雑
誌
」を
創
刊
。

大
正
15（
1
9
2
6
）年
64
歳

東
京
府
北
豊
島
郡
大
泉
村（
現
練
馬
区
東
大
泉
）に
居
を

構
え
る
。

昭
和
2（
1
9
2
7
）年
65
歳

理
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。仙
台
で
新
種
の
サ
サ
を
発
見
。

昭
和
3（
1
9
2
8
）年
66
歳

妻
、壽
衛
死
去（
54
歳
）。新
種
の
サ
サ
に
ス
エ
コ
ザ
サ
と
命
名
。

昭
和
12（
1
9
3
7
）年
75
歳
『
牧
野
植
物
学
全
集
』の
出
版
に
よ
り
朝
日
文
化
賞
受
賞
。

昭
和
14（
1
9
3
9
）年
77
歳

東
京
帝
国
大
学
へ
辞
表
を
提
出
、講
師
辞
任
。

昭
和
15（
1
9
4
0
）年
78
歳

大
分
県
犬
ヶ
嶽（
現
大
分
県
中
津
市
犬
ヶ
岳
）で
採
集
中
に

転
落
事
故（
11
月
）。年
末
ま
で
別
府
で
静
養
。

『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』、『
雑
草
三
百
種
』刊
。

昭
和
16（
1
9
4
1
）年
79
歳

旧
満
州（
現
在
の
中
国
東
北
部
）へ
サ
ク
ラ
調
査
に
赴
く
。

安
達
潮
花
よ
り
標
品
館
の
寄
付
を
受
け
る
。

昭
和
20（
1
9
4
5
）年
83
歳

空
爆
に
よ
り
標
品
館
の
一
部
に
被
弾
。山
梨
県
穂
坂
村（
現
山
梨

県
韮
崎
市
穂
坂
町
）に
疎
開
。10
月
に
帰
京
。

昭
和
21（
1
9
4
6
）年
84
歳

個
人
誌「
牧
野
植
物
混
混
録
」創
刊
。

昭
和
23（
1
9
4
8
）年
86
歳

皇
居
に
参
内
、昭
和
天
皇
に
植
物
学
ご
進
講
。

『
趣
味
の
植
物
誌
』、『
続
牧
野
植
物
随
筆
』刊
。

昭
和
24（
1
9
4
9
）年
87
歳

大
腸
カ
タ
ル
で
危
篤
と
な
る
が
奇
跡
的
に
回
復
。

昭
和
25（
1
9
5
0
）年
88
歳

日
本
学
士
院
会
員
と
な
る
。『
図
説
普
通
植
物
検
索
表
』刊
。

昭
和
26（
1
9
5
1
）年
89
歳

文
部
省
に
牧
野
博
士
標
本
保
存
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
。

標
本
整
理
始
ま
る
。第
１
回
文
化
功
労
者
と
な
る
。

昭
和
28（
1
9
5
3
）年
91
歳

東
京
都
名
誉
都
民
と
な
る
。『
随
筆
植
物
一
日
一
題
』刊
。

昭
和
29（
1
9
5
4
）年
92
歳

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
肺
炎
と
な
る
。

昭
和
30（
1
9
5
5
）年
93
歳

東
京
植
物
同
好
会
が
牧
野
植
物
同
好
会
と
し
て
再
開
。

こ
の
年
よ
り
病
臥
。

昭
和
31（
1
9
5
6
）年
94
歳

高
知
県
高
知
市
五
台
山
に
牧
野
植
物
園
設
立
決
定
。

佐
川
町
名
誉
町
民
と
な
る
。

病
状
悪
化
。危
機
を
脱
す
る
も
、11
月
、再
び
重
体
と
な
る
。

昭
和
天
皇
よ
り
お
見
舞
い
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
届
く
。

『
植
物
学
九
十
年
』、『
牧
野
富
太
郎
自
叙
伝
』刊
。

昭
和
32（
1
9
5
7
）年
94
歳

１
月
18
日
、家
族
に
見
守
ら
れ
永
眠
。

没
後
、文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
。東
京
都
台
東
区
谷
中
の

天
王
寺
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。故
郷
佐
川
町
に
分
骨
。

昭
和
33（
1
9
5
8
）年

没
後
１
年
。高
知
県
立
牧
野
植
物
園
開
園
。

東
京
都
立
大
学
理
学
部
牧
野
標
本
館
開
館
。

練
馬
区
立
牧
野
記
念
庭
園
開
園
。

文
久
２（
1
8
6
2
）年
0
歳

４
月
24
日
誕
生
。土
佐
国
高
岡
郡
佐
川
村（
現
高
知
県
高

岡
郡
佐
川
町
）に
一
人
息
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。

幼
名
成
太
郎
。生
家
岸
屋
は
酒
造
と
雑
貨
商
を
営
む
裕
福
な

商
家
だ
っ
た
。

慶
応
元（
1
8
6
5
）年
３
歳

父
、佐
平
病
死
。

慶
応
３（
1
8
6
7
）年
５
歳

母
、久
寿
病
死
。

慶
応
４（
1
8
6
8
）年
６
歳

祖
父
、小
左
衛
門
病
死
。こ
の
こ
ろ
富
太
郎
と
改
名
。祖
母
浪

子
に
育
て
ら
れ
る
。

明
治
５（
1
8
7
2
）年
10
歳

土
居
謙
護
の
寺
子
屋
で
習
字
を
学
ぶ
。

明
治
６（
1
8
7
3
）年
11
歳

伊
藤
徳
裕（
蘭
林
）の
塾
で
漢
学
を
学
び
、名
教
館
で
西
洋
の

諸
学
科
を
学
ぶ
。英
語
学
校
の
生
徒
と
な
る
。

明
治
７（
1
8
7
4
）年
12
歳

佐
川
小
学
校
に
入
学
。

明
治
９（
1
8
7
6
）年
14
歳

小
学
校
の
授
業
に
飽
き
足
ら
ず
、２
年
で
自
主
退
学
。

文
部
省
掛
図「
博
物
図
」だ
け
に
は
興
味
を
覚
え
る
。

こ
の
こ
ろ『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』や『
救
荒
本
草
』で
植
物

の
名
前
を
覚
え
、植
物
採
集
な
ど
を
し
て
過
ご
す
。

明
治
10（
1
8
7
7
）年
15
歳

請
わ
れ
て
佐
川
小
学
校
授
業
生（
臨
時
教
員
）と
な
る
。

明
治
14（
1
8
8
1
）年
19
歳

第
２
回
内
国
勧
業
博
覧
会
見
物
と
、顕
微
鏡
や
書
籍
の
購
入

の
た
め
は
じ
め
て
上
京
し
、農
商
務
省
博
物
局
に
田
中
芳
男
ら

を
訪
ね
る
。日
光
、箱
根
、伊
吹
山
な
ど
で
採
集
し
、佐
川
に
帰
る
。

高
知
県
西
南
部
に
１
カ
月
採
集
旅
行
。こ
の
こ
ろ
、自
由
民
権

運
動
に
携
わ
る
。

明
治
17（
1
8
8
4
）年
22
歳

二
度
目
の
上
京
。東
京
大
学
理
学
部
植
物
学
教
室
へ
出
入
り

が
許
さ
れ
る
。こ
の
年
よ
り
明
治
26
年
ま
で
の
間
、東
京
と

郷
里
を
往
復
し
、高
知
で
は
採
集
と
写
生
に
励
む
。日
本
植

物
誌
編
纂
の
大
志
を
抱
く
。

明
治
19（
1
8
8
6
）年
24
歳

箱
根
に
滞
在
し
、芦
ノ
湖
の
水
草
を
調
査
。こ
の
こ
ろ
石
版
印

刷
の
技
術
を
習
う
。

明
治
20（
1
8
8
7
）年
25
歳
市
川
延
次
郎
、染
谷
徳
五
郎
と「
植
物
学
雑
誌
」創
刊
に
関
わ
る
。

巻
頭
論
文
に「
日
本
産
ひ
る
む
し
ろ
属
」が
掲
載
さ
れ
る
。

祖
母
浪
子
病
死
。

明
治
21（
1
8
8
8
）年
26
歳

小
澤
壽
衛
と
所
帯
を
持
つ
。『
日
本
植
物
志
図
篇
』刊
行
を
始

め
る
。

明
治
22（
1
8
8
9
）年
27
歳
「
植
物
学
雑
誌
」第
３
巻
第
23
号
に
大
久
保
三
郎
と
日
本
で

は
じ
め
て
新
種
ヤ
マ
ト
グ
サ
の
学
名
を
発
表
。

佐
川
理
学
会
発
足
。 

横
倉
山
で
コ
オ
ロ
ギ
ラ
ン
採
集
。

明
治
23（
1
8
9
0
）年

明
治
24（
1
8
9
1
）年

28
歳

29
歳

東
京
府
小
岩
村（
現
江
戸
川
区
北
小
岩
）で
ム
ジ
ナ
モ
発
見
。

矢
田
部
教
授
よ
り
植
物
学
教
室
出
入
り
を
禁
じ
ら
れ
る
。

実
家
の
家
財
整
理
の
た
め
帰
郷
。高
知
県
下
の
採
集
を
行
う
。

『
日
本
植
物
志
図
篇
』第
１
巻
第
11
集
で
中
断
。

ロ
シ
ア
の
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
も
と
に
赴
こ
う
と
す
る
が
、

マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
死
去
に
よ
り
断
念
。

明
治
26（
1
8
9
3
）年
31
歳

帝
国
大
学
理
科
大
学
助
手
と
な
る
。

明
治
29（
1
8
9
6
）年
34
歳

台
湾
に
植
物
採
集
の
た
め
出
張
す
る
。

明
治
32（
1
8
9
9
）年
37
歳
『
新
撰
日
本
植
物
図
説
』刊
行
を
始
め
る
。

明
治
33（
1
9
0
0
）年
38
歳

農
事
試
験
場
嘱
託
と
な
る
。パ
リ
万
博
に
竹
の
標
本
を
出
品
。

『
大
日
本
植
物
志
』刊
行
を
始
め
る
。

明
治
38（
1
9
0
5
）年
43
歳

家
計
困
窮
、ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
へ
補
助
金
を
要
請

す
る
。

明
治
42（
1
9
0
9
）年
47
歳

横
浜
植
物
会
創
立
、指
導
に
当
た
る
。

明
治
44（
1
9
1
1
）年
49
歳

東
京
植
物
同
好
会
創
立
、会
長
と
な
る
。

『
大
日
本
植
物
志
』第
１
巻
第
４
集
で
中
断
。

明
治
45（
1
9
1
2
）年
50
歳

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
講
師
と
な
る
。

大
正
2（
1
9
1
3
）年
51
歳

ド
イ
ツ
の
植
物
学
者
エ
ン
グ
ラ
ー
と
日
光
で
植
物
採
集
。

大
正
5（
1
9
1
6
）年
54
歳

家
計
極
度
に
困
難
。東
京
・
大
阪
の
朝
日
新
聞
に
窮
状
の
記
事

が
出
る
。神
戸
の
資
産
家
池
長
孟
よ
り
援
助
を
受
け
る
。

「
植
物
研
究
雑
誌
」を
創
刊
。

大
正
15（
1
9
2
6
）年
64
歳

東
京
府
北
豊
島
郡
大
泉
村（
現
練
馬
区
東
大
泉
）に
居
を

構
え
る
。

昭
和
2（
1
9
2
7
）年
65
歳

理
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。仙
台
で
新
種
の
サ
サ
を
発
見
。

昭
和
3（
1
9
2
8
）年
66
歳

妻
、壽
衛
死
去（
54
歳
）。新
種
の
サ
サ
に
ス
エ
コ
ザ
サ
と
命
名
。

昭
和
12（
1
9
3
7
）年
75
歳
『
牧
野
植
物
学
全
集
』の
出
版
に
よ
り
朝
日
文
化
賞
受
賞
。

昭
和
14（
1
9
3
9
）年
77
歳

東
京
帝
国
大
学
へ
辞
表
を
提
出
、講
師
辞
任
。

昭
和
15（
1
9
4
0
）年
78
歳

大
分
県
犬
ヶ
嶽（
現
大
分
県
中
津
市
犬
ヶ
岳
）で
採
集
中
に

転
落
事
故（
11
月
）。年
末
ま
で
別
府
で
静
養
。

『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』、『
雑
草
三
百
種
』刊
。

昭
和
16（
1
9
4
1
）年
79
歳

旧
満
州（
現
在
の
中
国
東
北
部
）へ
サ
ク
ラ
調
査
に
赴
く
。

安
達
潮
花
よ
り
標
品
館
の
寄
付
を
受
け
る
。

昭
和
20（
1
9
4
5
）年
83
歳

空
爆
に
よ
り
標
品
館
の
一
部
に
被
弾
。山
梨
県
穂
坂
村（
現
山
梨

県
韮
崎
市
穂
坂
町
）に
疎
開
。10
月
に
帰
京
。

昭
和
21（
1
9
4
6
）年
84
歳

個
人
誌「
牧
野
植
物
混
混
録
」創
刊
。

昭
和
23（
1
9
4
8
）年
86
歳

皇
居
に
参
内
、昭
和
天
皇
に
植
物
学
ご
進
講
。

『
趣
味
の
植
物
誌
』、『
続
牧
野
植
物
随
筆
』刊
。

昭
和
24（
1
9
4
9
）年
87
歳

大
腸
カ
タ
ル
で
危
篤
と
な
る
が
奇
跡
的
に
回
復
。

昭
和
25（
1
9
5
0
）年
88
歳

日
本
学
士
院
会
員
と
な
る
。『
図
説
普
通
植
物
検
索
表
』刊
。

昭
和
26（
1
9
5
1
）年
89
歳

文
部
省
に
牧
野
博
士
標
本
保
存
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
。

標
本
整
理
始
ま
る
。第
１
回
文
化
功
労
者
と
な
る
。

昭
和
28（
1
9
5
3
）年
91
歳

東
京
都
名
誉
都
民
と
な
る
。『
随
筆
植
物
一
日
一
題
』刊
。

昭
和
29（
1
9
5
4
）年
92
歳

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
肺
炎
と
な
る
。

昭
和
30（
1
9
5
5
）年
93
歳

東
京
植
物
同
好
会
が
牧
野
植
物
同
好
会
と
し
て
再
開
。

こ
の
年
よ
り
病
臥
。

昭
和
31（
1
9
5
6
）年
94
歳

高
知
県
高
知
市
五
台
山
に
牧
野
植
物
園
設
立
決
定
。

佐
川
町
名
誉
町
民
と
な
る
。

病
状
悪
化
。危
機
を
脱
す
る
も
、11
月
、再
び
重
体
と
な
る
。

昭
和
天
皇
よ
り
お
見
舞
い
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
届
く
。

『
植
物
学
九
十
年
』、『
牧
野
富
太
郎
自
叙
伝
』刊
。

昭
和
32（
1
9
5
7
）年
94
歳

１
月
18
日
、家
族
に
見
守
ら
れ
永
眠
。

没
後
、文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
。東
京
都
台
東
区
谷
中
の

天
王
寺
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。故
郷
佐
川
町
に
分
骨
。

昭
和
33（
1
9
5
8
）年

没
後
１
年
。高
知
県
立
牧
野
植
物
園
開
園
。

東
京
都
立
大
学
理
学
部
牧
野
標
本
館
開
館
。

練
馬
区
立
牧
野
記
念
庭
園
開
園
。




